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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
局
面
を
迎
え

る
中
、
氷
川
神
社
の
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
昨
年
度
を
振
り
返
る
と
、
「
御
代
替
わ

り
」
「
本
社
神
輿
誕
生
」
「
神
幸
祭
斎
行
」

な
ど
多
く
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
気
象

神
社
に
も
連
日
国
内
外
か
ら
多
く
の
参
拝
者

が
お
越
し
に
な
り
多
忙
な
日
々
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
各
行
事
に
携
わ
っ

て
戴
い
た
関
係
者
全
て
の
皆
様
に
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

一
転
、
世
界
中
で
急
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
は
緩
む
こ
と
な
く
日
本

各
地
で
も
拡
大
の
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

神
社
関
係
の
行
事
、
神
社
社
務
所
で
予
定
さ

れ
て
い
た
会
合
、
研
修
な
ど
も
軒
並
み
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
「
夏
越
の

大
祓
」
「
気
象
祭
」
「
例
大
祭
」
「
神
幸

祭
」
な
ど
年
中
行
事
を
迎
え
ま
す
が
、
参
加

者
の
安
全
、
健
康
を
最
優
先
に
考
慮
し
て
、

常
に
周
辺
状
況
を
見
な
が
ら
、
ま
た
関
係
者

と
相
談
し
つ
つ
、
斎
行
方
法
を
考
え
て
い
き

ま
す
。
今
年
度
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

JR高円寺駅南口に咲くしだれ桜

３月末に東京都内
は季節外れの大雪
に見舞われました
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令和２年４月吉日 第１６９号 (令和２年４月号)

神
社
境
内
に
は
多
く

の
樹
木
が
あ
り
ま
す
が
、

成
長
が
進
み
、
大
部
分

が
高
さ
２
０
ｍ
を
超
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
台
風
１
５
号
で

も
枝
木
が
折
れ
て
落
下

し
て
大
き
な
被
害
が
出

た
こ
と
、
ま
た
近
隣
建

物
の
安
全
を
考
慮
し
て
、

剪
定
工
事
を
実
行
し
ま

し
た
。
工
事
は
４
月
頭

ま
で
複
数
回
に
わ
た
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

町会神輿庫裏の大銀杏と大ケヤキ
も無事に剪定できました

高御座・御帳台

境
内
樹
木
剪
定
工
事
②

晴天祈願の様子

気
象
神
社

(

晴
天
祈
願
祭)

気
象
神
社
で
は
法
人
向
け
の
気
象
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
祈

願
祭
を
執
り
行
っ
て
ま
す
が
、
今
回
は
毎
年
晴
天
祈
願
に
お

越
し
に
な
る
法
人
様
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
は
企
業
様
、

団
体
様
か
ら
の
祈
祷

依
頼
が
増
え
て
お
り

ま
す
。
晴
天
祈
願
を

は
じ
め
と
す
る
気
象

に
関
す
る
各
種
祈
願

を
承
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

１
月
１
５
日(

木)

に
㈱
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新

聞
社
様
が
晴
天
祈
願
・
祭
事
成
功
祈
願
の
為

に
御
来
臨
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
４
年
か
ら
毎
年
１
月
に
お
越
し
戴
い

て
お
り
、
晴
天
祈
願
・
祭
事
成
功
祈
願
の
祭

事
を
斎
行
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
池
田
都
史
彦
専
務
取
締
役
以
下
役
職

員
の
方
々
が
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

同
社
は
東
京
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
神
宮
外
苑
花
火
大
会
」
の
主
催
者
で
す
が
、

２
０
０
３
年
に
雨
天
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
気
象
神
社
の

事
を
知
り
、
上
述
の
よ
う
に
２
０
０
４
年
に

初
め
て
お
越
し
に
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
以
来
、
花
火
大
会
が
雨
天
中
止
に
な
っ
た

こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
。

近
年
は
東
京
の
夏
も
天
気
が
不
安
定
で
す
が
、

今
年
も
「
神
宮
外
苑
花
火
大
会
」
の
開
催
日

が
晴
天
と
な
り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
訪
れ

る
方
々
を
元
気
づ
け
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
こ

と
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
す
。

第１回は１９８０年(昭和５５年）８月１日に明治
神宮鎮座６０年記念として神宮球場で開催され、球場
バックスクリーン横から打ち上げられる３０００発の
花火、１１０mのナイアガラ花火に、当日詰め掛けた
多くの観客が酔いしれた。以後、毎年恒例となり、神
宮球場をはじめ、国立霞ヶ丘競技場、秩父宮ラグビー
場、軟式球場の４会場で開催されている。墨田川花火
大会と並ぶ東京の代表的な花火大会のひとつでもある。 色とりどりの花火

㈱日刊スポーツ新聞社

神宮外苑花火大会

剪定作業を進める
作業員の皆様
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
三
十
三
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
三
十
三
話
は
さ
わ
や
こ
お
ふ
ぃ
二
代
目

店
主
の
中
澤
恒
夫
さ
ん
で
す
。

「
春
の
日
」

中
澤

恒
夫

な
か
ざ
わ

つ
ね
お

春
の
日

お
だ
や
か
な

春
の
訪
れ

く
も
っ
た
空
の
切
れ
目
か
ら

明
る
い
陽

は
や
く
晴
れ
て

く
れ
れ
ば
い
い

す
っ
か
り
天
気
に
な
れ
ば

ど
ん
な
に
う
れ
し
い
か

四
月
は
私
の
店
の
創
業
月
で
す
。
昭
和
８

年(

１
９
３
３
年)

の
春
、
そ
の
頃
も
今
と
同
じ

よ
う
に
国
内
外
は
不
透
明
な
時
代
で
し
た
。

創
業
者
で
あ
る
父
が
２
６
歳
の
時
、
日
本

橋
区
本
石
町
に
珈
琲
と
食
品
の
業
務
卸
業
を

開
店
、
お
得
意
先
は
地
元
の
日
本
橋
周
辺
か

ら
京
橋
、
銀
座
、
新
橋
の
喫
茶
店
と
会
社
に

商
売
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
然
し
、
戦
争
末

期
の
昭
和
２
０
年
３
月
、
東
京
大
空
襲
に

よ
っ
て
店
も
住
居
も
全
て
消
失
し
ま
し
た
。

氏名 ： 中澤恒夫 (ナカザワツネオ)
生年月日： 昭和１５年３月１１日
出身地 ： 中央区日本橋本石町
血液型 ： A型
趣味 ： ドライブ

特技 ： 受け入れる(だめなことも弱いところも老いることも)

座右の銘： 無二無三(むにむさん)
高円寺お薦めスポット

： 居酒屋と古着の店巡り
一言 ： 家族こそが全ての原点

自己紹介

３

さ
わ
や
こ
お
ふ
ぃ

二
代
目
店
主

店内の様子
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～神社より～
今月は中澤さんを紹介させて戴きました。

４月号への投稿をお願いした時に「さわやこ
おふぃ」の創業月が４月であることを教えて
戴きました。中澤さんはいつもお店にいらっ
しゃり、お越しになるお客様にコーヒーの事
を丁寧にお話しされます。珍しく美味しい
コーヒーを求めることが出来るので、皆さん
も是非お試しください。これからも一人でも
多く紹介していきたいのでご協力をお願い申
し上げます。

戦
争
が
終
わ
っ
た
年
、
１
２
月
の
暮
、

元
の
場
所
に
店
を
再
興
、
戦
後
の
物
資
不

足
の
中
で
焼
け
跡
に
立
て
直
し
た
以
前
の

お
得
意
様
に
商
売
を
再
開
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ご
縁
が
あ
っ
て
高
円
寺
の
現
在
地

に
移
転
、
自
家
焙
煎
「
サ
ワ
ヤ
コ
ー
ヒ
ー

店
」
を
開
業
、
喫
茶
店
に
コ
ー
ヒ
ー
豆
の

卸
専
門
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
父
が
昭
和
４
３
年
１
２
月
の
暮
、

突
然
倒
れ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
私
の
２

６
歳
の
時
で
す
。
葬
儀
が
終
わ
っ
た
翌
日
、

大
晦
日
か
ら
私
が
後
を
受
け
継
ぎ
、
焙
煎

と
配
達
を
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
休
み
な
く

働
き
ま
し
た
。
珈
琲
豆
の
仕
入
れ
も
父
の

時
と
同
様
、
商
社
と
取
引
が
で
き
、
焙
煎

機
の
操
作
も
満
足
に
で
き
な
い
私
の
煎
っ

た
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
取
引
先
の
喫
茶
店
の
マ

ス
タ
ー
が
何
も
言
わ
ず
に
買
っ
て
く
れ
た

の
で
す
。
後
年
、
あ
の
時
の
コ
ー
ヒ
ー
の

味
の
不
味
さ
は
酷
い
も
の
だ
っ
た
と
言
わ

れ
た
も
の
で
し
た
。

今
で
も
取
引
先
の
皆
々
様
の
温
情

と
亡
父
の
遺
産
で
あ
る
信
用
と
信
頼

が
あ
っ
て
こ
そ
と
心
に
い
つ
も
留
め

て
お
り
ま
す
。
今
年
で
創
業
８
７
年
、

高
円
寺
で
６
４
年
、
代
を
重
ね
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
事
、
地
域
の
皆
様

と
お
客
様
、
家
内
と
三
代
目
の
息
子

夫
婦
、
孫
二
人
。
鎮
守
の
神
様
に
守

ら
れ
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
加
齢
に
逆
ら
う
こ
と
も
な

く
簡
素
に
商
い
と
日
々
暮
ら
し
て
い

き
ま
す
。

東京都杉並区高円寺北3-20-2
営業時間 9：30～20：00
定休日 日曜日
☎ 03-3338-0324

(上) 以前の焙煎機
現在は自宅に保管されて
いるとのことです
(右) 現在の焙煎機

高円寺駅より徒歩
2-3分のお店

趣
味
の
ド
ラ
イ
ブ

(

愛
車
の
日
産
フ
ェ

ア
レ
デ
ィ
と)

市
ヶ
谷
に
て

旅
行
先
の
白
馬
に
て
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ひ
か
わ
１
６
９
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
新
年
度
を
迎
え
ま
し

た
が
、
新
型
肺
炎
ウ
イ
ル
ス
の

こ
と
も
あ
り
、
重
苦
し
い
雰
囲

気
が
続
い
て
ま
す
。
感
染
が
一

日
で
も
早
く
終
息
す
る
よ
う
に

祈
念
し
つ
つ
も
、
神
社
の
清
掃
、

整
備
は
進
め
て
お
き
、
参
拝
者

が
お
越
し
に
な
っ
た
と
き
に
心

穏
や
か
に
気
持
ち
よ
く
参
拝
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
は
地

道
に
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
社

報
も
今
月
の
よ
う
に
縮
小
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

４

🌸

お
知
ら
せ

🌸

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

新
年
か
ら
清
祓
、
厄
祓
を
中
心
に

氏
子
地
域
の
方
々
か
ら
多
く
の
祈
祷

依
頼
を
承
り
ま
し
た
。
氷
川
神
社
で

は
各
種
祈
祷
を
承
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
神
社
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
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今
月
の
盆
栽

◆
「
勝
手
に
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ガ
イ
ド
」

に
気
象
神
社
が
登
場
予
定

今
年
か
ら
氏
子
地
域
の
盆
栽
屋

ラ

ビ
ア
デ
ッ
ソ
様
が
毎
月
盆
栽
を
神
社

に
届
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

旭
山
桜
①

青
し
だ
れ
も
み
じ

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

黒
松

４
月
１
日(

水)

Ｂ
Ｓ
フ
ジ
「
勝
手
に
！
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
ガ
イ
ド

(

２
１
時
５
５
分
～)

」
に
気
象
神

社
が
登
場
し
ま
し
た
。
英
語
に
よ
る
気
象
神
社
や

下
駄
絵
馬
に
つ
い
て
の
会
話
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

～氷川神社・気象神社 今後の行事案内～

◆気象神社例大祭(気象祭) ６月１日(月) １４時
◆夏越の大祓 ６月３０日(火) １５時
◆氷川神社神幸祭 ８月２２日(土) １２時~１５時
◆氷川神社例大祭 ８月２３日(日) １０時

※新型コロナウイルス感染状況、行政からの指示、要請に
より、開催規模縮小、また中止、延期などの可能性もあ
ます。また時期が近づいたら連絡させて戴きます。先行き
が見えない状況ゆえご理解とご協力をお願いします。

旭
山
桜
②

社
報
１
６
８
号
で

下
記
の
よ
う
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
に
訂
正
し
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

◆
訂
正
と
お
詫
び

P8上段
(誤)令和元年
(正)令和２年


